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街
角
に
政
党
や
予

定
候
補
者
の
ポ
ス

タ
ー
が
貼
ら
れ
、
宣

伝
カ
ー
が
走
り
、
今

年
の
春
は
賑
や
か
で

す
。
今
月
か
ら
４
月

に
か
け
て
統
一
地
方

選
挙
が
、
７
月
に
は
参
院
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
▼
「
政
治
と
は

生
活
で
す
。
政
治
へ
の
無
関

心
は
、
自
分
の
生
活
を
軽
視

す
る
こ
と
」
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
今
年

の
選
挙
は
大
事
な
判
断
の
機

会
で
す
▼
回
り
を
見
渡
す
と

一
票
を
行
使
す
る
判
断
の
「
材

料
」
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

▼
「
消
費
税
10
％
引
き
上
げ
」

は
。
今
ま
で
国
民
が
納
め
て

き
た
消
費
税
が
、
社
会
保
障

を
良
く
す
る
た
め
に
使
わ
れ

ず
大
企
業
な
ど
法
人
税
の
減

税
に
回
っ
て
い
た
。
「
統
計
調

査
の
賃
金
ウ
ソ
デ
ー
タ
ー
」

で
消
費
税
引
き
上
げ
の
根
拠

が
崩
れ
た
。
消
費
不
況
下
の

い
ま
、
引
き
上
げ
た
ら
、
景

気
が
い
っ
そ
う
悪
化
す
る
な

ど
▼
憲
法
改
憲
に
つ
い
て
。

安
倍
政
権
は
「
海
外
で
の
武
力

行
使
に
道
を
開
く
九
条
改
憲
」

を
め
ざ
し
、
「
防
衛
計
画
の
大

綱
」
な
ど
を
閣
議
決
定
。
他

国
に
打
撃
を
与
え
る
武
器
を

購
入
し
「
専
守
防
衛
」
と
い
う

憲
法
の
建
前
を
破
壊
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
▼
沖
縄
・
辺
野

古
へ
の
基
地
建
設
を
民
意
を

無
視
し
て
強
行
。
土
砂
埋
め

立
て
な
ど
建
設
即
時
中
止
と
、

普
天
間
基
地
撤
去
を
ア
メ
リ

カ
と
交
渉
す
べ
き
で
す
▼
安

倍
首
相
が
成
長
戦
略
の
目
玉

に
あ
げ
て
き
た
原
発
輸
出
は

全
部
ダ
メ
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
こ
そ
再
稼
働
を
止
め
「
原

発
ゼ
ロ
」
の
日
本
の
実
現
へ

大
転
換
を
す
る
と
き
で
す
▼

「
地
方
の
政
治
」
良
く
す
る
た

め
に
も
、
「
国
の
政
治
」
を
変

え
な
い
と
。
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
話
し
合
い
、
判
断
し
、

春
の
「
地
方
選
挙
」
み
ん
な
で

投
票
に
い
き
ま
し
ょ
う
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２
月
16
日
（
土
）、
２
０
１

９
年
友
の
会
新
春
の
つ
ど
い
を

開
催
し
ま
し
た
。
１
９
３
名
の

参
加
で
大
盛
上
が
り
で
し
た
。

　

主
催
者
と
し
て
広
瀬
隆
信
会

長
か
ら
、
病
院
代
表
と
し
て
宮

原
重
佳
副
院
長
か
ら
ご
挨
拶
を

拍手と笑いと熱気であふれました拍手と笑いと熱気であふれました
新春のつどいに１９３名新春のつどいに１９３名新春のつどいに１９３名新春のつどいに１９３名

い
た
だ
き
ま
し
た
。
友
の
会
県

連
事
務
局
長
の
佐
藤
さ
ん
、
千

葉
民
医
連
副
会
長
の
本
田
さ

ん
、
二
和
地
区
社
協
会
会
長
の

齋
藤
さ
ん
、
み
ひ
と
婦
人
会
会

長
の
岩
佐
さ
ん
、
県
会
議
員
の

丸
山
さ
ん
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
鎌
ヶ
谷
診
療
所

健
康
友
の
会
、
千
葉
健
生
病
院

健
康
友
の
会
、
船
橋
西
二
和
グ

リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
自
治
会
会
長
が

ご
来
賓
と
し
て
参
加
。

　

２
部
は
恒
例
の
お
楽
し
み

会
。
最
初
に
櫻
蕉
会
の
３
名
の

名
取
の
み
な
さ
ん
が
鶴
亀
な
ど

日
本
舞
踊
を
披
露
。
次
に
民
謡

愛
好
会
の
皆
さ
ん
が
♪
ソ
ー
ラ

ン
節
、
♪
花
笠
音
頭
な
ど
力
強

く
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。

　

続
い
て
ピ
ー
ス
フ
レ
ン
ズ
の

皆
さ
ん
が
、
♪
心
の
中
に
き
ら

め
い
て
、
♪
ド
レ
ミ
の
う
た
な

ど
熱
唱
し
、
会
場
の
皆
さ
ん
で

合
唱
し
心
一
つ
に
。

　

さ
ら
に
保
健
委
員
有
志
の
ハ

ワ
イ
ア
ン
の
優
雅
な
踊
り
に
惹

き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
抽
選
会
で
豪
華
な

花
が
当
た
り
み
な
さ
ん
大
満

足
。
職
員
紹
介
、
職
員
の
替
え

歌
の
後
、
い
よ
い
よ
真
打
ち
の

白
浪
五
人
衆
。

高
橋
裕
介
さ

ん
、
大
桐
四
季

子
さ
ん
、
島
田

遼
医
師
、
田
中

タ
エ
子
さ
ん
、

濱
島
稔
さ
ん
の

名
演
技
に
会
場

は
笑
い
と
拍
手

喝
采
に
つ
つ
ま

れ
ま
し
た
。

　

太
田
友
の
会

事
務
局
次
長
の

閉
会
の
こ
と
ば

で
、
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

ピースフレンズのみなさん

保健委員有志によるハワイアン

民謡愛好会のみなさん 白波五人衆

○船橋二和病院では、2019 年 4月より分娩を再開いたします。
　地域のみなさまからは、2016 年 12 月の分娩取扱い休止以降、お産

の再開をのぞむ声を多くいただきました。これまで、ご心配やご不便

をおかけしましたが、様々なご意見やご協力をいただきながら、温か

く見守っていただいたことに感謝申し

上げます。

　今後もより一層安心・安全な分娩・産

婦人科医療の提供に努めてまいります

ので、みなさまのご理解・ご協力のほど、

よろしくお願い申し上げます。

○当院での分娩について
・�出産予定日が 2019 年 4 月 15 日以降の方の分娩予約を受け付けます。

当院では、合併症妊娠や多胎妊娠などでハイリスク妊娠と判断した

場合は、他の医療機関にご紹介させていただくことがございますの

で、ご了承ください。

○分娩予約の受付について
・�分娩予約受付：�出産予定日が 2019 年 4 月 15 日以降の方の分娩予約

を受け付けます。

・�里帰り出産について：�里帰り出産をご希望の方は、産婦人科外来ま

でお問い合わせください。

・�予約受付開始：��2019 年 1 月 21 日より分娩予約の受付を開始いたし���

　ました。出産予定日が決まりましたら、産婦人科窓

　口にお越しいただき、ご予約をお取りください。

・お問い合わせ先：

　船橋二和病院附属ふたわ診療所 産婦人科外来　047-448-7098

　受付時間：月～木曜日（祝・祭日を除く）9時 00 分～ 16 時 30 分 

　　　　　　金・土曜日（祝・祭日を除く）9時 00 分～ 12 時 30 分

＜分娩再開のお知らせ＞



二和病院・健康友の会ニュース （２）

第
15
回
税
金
、福
祉
、減
額
制
度

学
習
・
相
談
会
に
85
名
が
参
加
社 保
活 動 部

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目

ボ
ッ
チ
ャ
で
大
盛
り
上
が
り
法典地区

会
場
周
辺
に
チ
ラ
シ
７
０
０
枚
を

配
布　
　

骨
密
度
測
定

大穴･三咲
地 区

政
治
談
議
で
盛
り
上
が
っ
た

新
年
懇
親
会　
　

一
名
入
会
御滝地区

手
作
り
と
持
ち
寄
り
で新

年
食
事
会
八木が谷
地 区

認
知
症
・
学
習
会
第
３
回
・

「
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム
」
で
ひ
と
と
き
習志野台
地 区

第
50
回
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン　

パ
ズ
ル
・

難
読
な
漢
字
等
で
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

保 健
委 員 会

的
に
当
た
れ
ば
、
一
斉
に
歓
声

吹
き
矢
と
お
汁
粉
班
会
鎌ヶ谷西
地 区

2019年3月号 第 399 号
　

１
月
25
日
（
金
）
税
金
の
申

告
を
前
に
「
税
金
の
仕
組
み
と

連
動
し
た
福
祉
・
減
額
制
度
を

学
ぶ
」
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

　

２
月
10
日(

日
）
雪
が
残
っ

て
い
る
も
の
の
お
日
様
が
味
方

を
し
て
く
れ
て
15
名
が
参
加

し
、
ボ
ッ
チ
ャ
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
。
今
や
学

校
の
授
業
、
公
民
館
、
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
に
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ボ
ー
ル
の
中
身
は

ビ
ー
ズ
で
、
固
い
も
の
や
ら
柔

　

新
年
懇
親
会
を
１
月
21
日

（
月
）
桜
が
丘
自
治
会
館
で
行

い
、
23
名
が
参
加
。
な
ご
や
か

な
楽
し
い
新
年
懇
親
会
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
己
紹
介
の
後
、
大
正
琴

の
「
コ
ス
モ
ス
の
会
」
の
演
奏

　

２
月
13
日
（
日
）
三
咲
公
民

館
で
骨
密
度
測
定
を
行
い
、
山

田
保
健
師
さ
ん
か
ら
骨
粗
し
ょ

う
症
に
つ
い
て
の
お
話
し
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
加
齢
と
共

た
。

　

大
半
が
初
参
加
の
人
で
ま
ず

は
税
の
基
本
的
な
仕
組
み
、
所

得
税
の
確
定
申
告
不
要
な
人

も
、
各
保
険
料

や
減
額
制
度
、

福
祉
制
度
を
活

用
す
る
た
め
に

は
、
市
・
県
民

税
の
申
告
が
大

事
な
こ
と
な
ど

の
学
習
を
し
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
２

月
14
日
（
木
）

に
は
税
申
告
の

個
別
相
談
会
を

開
催
し
、
税
理

士
２
人
と
友
の

会
の
社
保
部
員

２
人
で
60
人
程

の
個
別
相
談
を

受
け
ま
し
た
。

ら
か
い
も
の
も
あ
り
、
丸
ま
っ

て
い
な
い
と
真
っ
す
ぐ
に
転
が

り
ま
せ
ん
。

　

い
ざ
や
っ
て
み
る
と
皆
さ
ん

な
か
な
か
の
腕
前
で
「
ナ
イ

ス
ボ
ー
ル
」
「
あ
ら
ー
ー
や
っ

ち
ゃ
っ
た
ー
」「
き
ゃ
ー
！
や
っ

た
や
っ
た
」と
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。

一
球
ご
と
に
状
況
が
変
わ
る
の

で
必
死
で
し
た
。

初
見　

政
子

　2階中央病棟の吉岡雅史さんの次女小織
(さおり )ちゃん（1才 6ケ月）
　子ども達はみな健やかに育ってくれてい
ます。

友
の
会
は
「
こ
ん
な
良
い
こ
と

を
行
っ
て
い
る
の
で
す
ね
」「
毎

年
や
っ
て
ほ
し
い
」
ま
た
、
ス

タ
ッ
フ
に
対
す
る
お
礼
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

稲
田　

悦
郎

に
進
行
す
る
の
で
、
測
定
が
大

切
と
の
事
。

　

血
圧
、
体
脂
肪
測
定
の
結
果

報
告
と
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
２
人

態
勢
で
設
け
ま
し
た
。
受
診
者

は
会
員
13
名
、
そ
の
他
17
名
で

し
た
。

　

友
の
会
の
宣
伝
、
入
会
の
す

す
め
で
は
、
友
の
会
と
い
う
も

の
を
知
っ
て
も
ら
う
の
に
大
変

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
毎
年
同
じ
時
期
と
会
場

で
取
り
組
み
を
続
け
る
こ
と

が
、
見
え
る
友
の
会
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

佐
藤　

ア
ツ
子

に
合
わ
せ
て
参
加
者
全
員
で
の

コ
ー
ラ
ス
や
尺
八
の
演
奏
・
カ

ラ
オ
ケ
を
し
な
が
ら
、
豪
華
な

お
い
し
い
ラ
ン
チ
を
頂
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
が
自
己
紹
介
を
行
っ

た
と
こ
ろ
沖
縄
辺
野
古
埋
め
立

て
問
題
・
空
母
導
入
の
防
衛
問

題
や
憲
法
改
正
問
題
な
ど
日
本

の
政
治
状
況
に
対
す
る
危
機
感

を
痛
切
に
訴
え
る
人
が
大
多
数

で
大
変
盛
上
が
り
ま
し
た
。

　

案
内
チ
ラ
シ
を
３
０
０
枚
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
。
新
会
員
を
１
名

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

吉
田　

司

　

新
春
食
事
会
を
１
月
30
日

（
水
）
に
開
き
ま
し
た
。
毎
年

手
作
り
の
煮
物
を
提
供
し
て
く

れ
る
ダ
ブ
ル
Ａ
さ
ん
、
本
当
に

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
ほ
と
ん

　

「
親
指
の
付
け
根
に
小
指
を

つ
け
て
。
つ
ぎ
は
薬
指
を
つ
け

て
・
・
・
」
「
足
指
で
ジ
ャ
ン

ケ
ン
を
や
り
ま
す
」
次
々
と
指

示
さ
れ
る
手
指
、
足
指
の
「
屈

伸
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」。
「
次
は
挨

拶
・
紹
介
ゲ
ー
ム
」
で
す
。
「
隣

　

第
50
回
を
迎
え
た
「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」
を
１
月
28
日
（
月
）

に
開
き
ま
し
た
。
第
一
回
か
ら

　

新
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
吹

き
矢
と
お
し
る
こ
班
会
を
南
初

富
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行

い
14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
吹

き
矢
は
動
き
も
静
か
で
す
が
肺

活
量
や
腹
筋
、
集
中
力
が
鍛
え

ら
れ
ま
す
。

　

吹
き
矢
は
息
の
使
い
方
等
コ

ツ
を
つ
か
む
迄
の
練
習
が
い
り

ま
す
。
命
中
し
た
場
所
に
よ
っ

ど
手
作
り
を
持
ち
寄
り
で
す
。

　

関
根
さ
ん
の
市
政
報
告
と
身

近
な
地
域
の
問
題
。
八
木
が
谷

在
支
の
泉
水
さ
ん
か
ら
の
事
例

報
告
と
情
報
の
提
供
の
お
願

い
。
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ッ
ク
の
椎

葉
さ
ん
か
ら
は
健
診
の
大
切
さ

と
自
己
紹
介
と
一
巡
し
ま
し
た
。

　

初
参
加
の
会
員
さ
ん
が
手
話

つ
き
で
「
故
郷
」
「
サ
ン
タ
ル

チ
ア
」
を
い
い
声
で
唄
っ
て
く

れ
て
会
場
が
和
や
か
な
雰
囲
気

で
盛
り
上
が
り
、
一
つ
に
な
り

周
り
か
ら
う
た
ご
え
が
流
れ
ま

し
た
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
。
歌
と

脳
ト
レ
を
予
定
し
ま
し
た
が
時

間
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。　
　
　
　

鈴
木　

ト
ミ
子

は
、
エ
ー
ト
誰
で
し
た
っ
け
」

今
、
紹
介
さ
れ
た
ば
っ
か
り
な

の
に
な
か
な
か
名
前
が
出
て
こ

な
い
。
思
わ
ず
会
場
が
笑
い
の

渦
に
。
若
尾
智
香
子
看
護
師
を

講
師
に
ひ
と
時
を
過
し
ま
し
た
。

　

習
志
野
台
地
区
は
、
昨
年
か

ら
認
知
症
予
防
の
健
康
講
座
・

ゲ
ー
ム
実
技
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
第
３
回
目
の
１
月
22
日
、

28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
友
の

会
に
入
っ
て
な
い
人
も
た
く
さ

ん
参
加
。
「
こ
ん
ど
い
つ
や
る

の
」
と
の
期
待
の
声
も
。

佐
藤　

む
つ
み

八
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
回
も

今
年
の
抱
負
を
含
め
て
の
自
己

紹
介
に
始
ま
り
、
脳
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
難
読
な
漢
字
の
読
み
方

や
穴
埋
め
漢
字
パ
ズ
ル
と
出
題

者
と
回
答
者
の
多
形
の
脳
ト
レ

に
な
り
ま
し
た
。

　

「
お
は
な
し
」
は
歌
舞
伎
の

演
目
に
も
な
っ
て
い
る
「
う
い

ろ
う
売
り
の
科
白(

せ
り
ふ)

」

で
し
た
。
売
り
口
上
が
早
口
言

葉
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
皆
で

唱
和
し
、
顔
の
運
動
と
頭
の
体

操
に
も
な
り
ま
し
た
。
毎
回
思

う
こ
と
で
す
が
、
素
晴
ら
し
い

語
り
手
に
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
お
雑
煮
を
お

い
し
く
頂
き
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

東　

幸
子

て
点
数
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
的

に
届
か
な
い
事
も
あ
り
ま
す

が
、
中
心
部
に
入
っ
た
時
は

い
っ
せ
い
に
歓
声
が
起
き
ま
す
。

　

後
半
の
お
し
る
こ
を
い
た
だ

き
な
が
ら
の
交
流
会
で
は
も
っ

と
回
数
を
ふ
や
し
て
欲
し
と
い

う
声
が
出
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

小
川　

富
恵
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　毎年２月から５月ぐらいにか

けて流行します。聞きなじみが

ない名前のウイルスかもしれま

せん。ここ数年で全国的に検査

キットが普及し、広く認知され

るようになってきたウイルスです。

典型的な症状では発熱とぜーぜー

とした咳がでます。小児の気道感染症で入院する原因と

しては３番目くらいで比較的ありふれたものです。

　主に１～５歳くらいの幼児が悪くなりやすく、肺炎に

なると入院が必要なこともしばしばあります。診断は検

査で行います。細い綿棒をはなの奥でこちょこちょして、

結果は３０分程度でわかります。特別な治療があるわけ

ではなく、去痰薬など対症療法で症状の軽快を待ちます。

咳き込みがひどく強い呼吸苦を伴う時や食事がとれず脱

水が懸念される場合は入院になります。

　喘息をもっているこどもがか

かると喘息発作も合併して症状

が長くなる傾向にあります。小

学生以上のこどもや、大人もか

かりますが、症状は軽くてすみ、

一般的な「かぜ」で数日で自然に治ります。よく家族間

でうつるので、この時期は小さい子がいるご家庭は家族で「か

ぜ」の方がいる場合、特に注意した方がよいです。

小児科医　細山直人

　保健大学も第３６回を

迎えました。今年度は昨

年参加が無かった、鎌ヶ

谷西、東地区と松が丘地

区からそれぞれ複数の参

加者を迎えることが出来

ました。１月２３日の入

学式では松隈病院長より

「二和病院の歴史と医療活

動」について講義していただきました。受講生から『このような歴史

の中で、私は助けられました』との記載あり。次の講座は、若手の広

瀬内科医師より、「生活習慣病」について、とても分かりやすい資料

とお話で好評でした。そして第３講座は要望の高かった、整形の大井

医師から「腰痛があったら不幸せですか？」というテーマでの講義で

した。先生自身も抱えている腰痛について、急性腰痛と慢性腰痛の違い、

ふだん気を付ける姿勢などの具体的な話と、ストレスが関係している

との興味深い内容でした。

　第４講座はこちらも要

望が高い眼科の講座で、

昨年秋のふたわ診療所で

開催された時には、会場

があふれてしまい、やむ

なく帰宅された方も多

かった講座です。

　今回は前回聞けなかっ

た方たちのためにと公開

講座にしました。保健大

学の公開講座では過去最高の70名の申し込みがあり、総勢約1１0名と

なりました。順天堂大学眼科の清川医師から「高齢期における眼疾患」

として、白内障、緑内障について詳しく豊富な経験から話していただ

きました。質問にも丁寧に答えてもらい、『手術のことで迷っていたが、

先生のお話で理解できました』などの感想があり、あっという間の１

時間半でした。

　そしてすでに、受講生の方からは「何でもお手伝いしますよ」という、

声かけをしてくださる方もいて心強い限りです。

　これからも毎週、第10講座の卒後式まで楽しく、ためになる講座が

続きます。

保健大学実行委員　若尾智香子

健　康　講　座

ヒトメタニューモウイルス感染症
保健大学開催中です！

送迎バス発着場所変更のお知らせ

「ワーカーズコープちば」が運営する
レストラン・売店　閉店のお知らせ

　2019年３月１日（金）より、内科専門外来で行っている午前外来診

療の一部と午後外来診療を内科一般外来へ移行します。

　それに伴い、送迎バスの発着場所が変わります。

 午前（12:00まで）発着場所　変更なし　（診療所専門外来玄関前）

 午後（12:00から）発着場所　変更あり
　　　　　　　　　診療所専門外来玄関前　→ 診療所中央玄関前

ご利用されている皆様への連絡が大変遅くなり申し訳ございません。

不明な点等ありましたら、職員へお声掛け下さい。

　ワーカーズコープちばよりレストラン・売店を閉店することの申し

出があり、ワーカーズコープちばと病院とで協議を重ね、閉店するこ

とで確認しました。レストランにつきましては２月２８日（木）まで、

売店につきましては３月半ばまで となります。これまでご利用頂い

ていた皆様にはお詫び申し上げます。

　現在、食事処を設けた売店（コンビニ商品や地域商店のお弁当やパ

ンを取扱予定）を導入することで準備をしております。お知らせでき

る準備が整いましたら、レストランに掲示をさせて頂きますので、よ

ろしくお願いいたします。
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◎
ご
購
読
申
し
込
み
は
も
よ
り
の
地
区
役
員
、

友
の
会
事
務
局
☎
０
４
７
（
４
４
９
）
４
４
１
７

外
来
案
内
コ
ー
ナ
ー
（
総
合
案
内
と
な
り
）
ま
で

　

前
年
の
３
月
に
ご
入
会
い
た
だ
い
た
方
は
、

会
費
納
入
の
時
期
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
に

ご
入
会
の
方
で
、
会
費
を
お
支
払
い
い
た
だ
い

て
い
な
い
方
も
、
会
費
の
納
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
ふ
た
わ
診
療
所
友
の
会
コ
ー
ナ
ー

（
10
時
～
12
時
）・
友
の
会
事
務
所
（
10
時
～
16

時
）
で
受
付
い
た
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
友
の
会
事
務
所
ま
で
。
納

入
の
際
は
会
員
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
近
く
の
友
の
会
役
員
が
、
お
訪
ね

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

友
の
会
事
務
所　

☎
０
４
７
（
４
４
９
）
４
４
１
７

2019年3月号 第 399 号

ケアマネージャー（非常勤）募集

【勤務先】  ①二和・八木が谷地域包括支援センター

　　　　　②ケアプラン二和かけはし

　　　　　③八木が谷在宅介護支援センター

【業務内容】ケアマネジメント業務

【資　格】介護支援専門員

【時　給】１２１９円～

【募　集】9：00 ～ 17：00　の中で６時間以上

         週４～５日程度（応相談）

・パート労働者への福利厚生各種あり・インフルエンザ予防

接種無料・職員研修は時給と同額保障・正社員の登用あり

未経験歓迎、学歴不問、年齢不問、書類選考なし、筆記試験

なし、土日祝休み、交通費支給（上限なし）、育児休暇取得

実績あり、退職金制度あり、社会保険完備、企業年金あり、

マイカー通勤可

お問い合わせ先：047-448-7115　管理事務　池田

医療・介護の改悪シリーズ 24

医療・介護で困った時は、お気軽に！

好評発売中

2019
月号 380円3

<様々な高齢者の生活>
　Ｔさん（84歳女性）独居、認知症あり、ＡＤＬ低下あり。夫は死別。お子さん

達は遠方に住み、週１回程度、交代で訪問するのが精一杯の支援。

　Ｈさん（76歳男性）独居、認知症なし。妻とは離婚、お子さん達はいるが、本

人の元妻の介護や本人との性格との折合いもあり、介入を躊躇う部分がある。

　Ｋさんご夫婦（夫88歳、妻85歳）高齢者世帯、子供はいない。甥が近隣にいるが、

甥自身も親の介護、就労があり、小まめな支援は難しい。夫は比較的軽度の認知症、

妻の支援を受けながら自宅で生活してきた。

　皆さんは年金で生計を立てていますが、年金の受給額だけでは足りず、預貯金

を切り崩す、貯金の無い方は年金内でギリギリの生活を送っています。

<入院した時に…>
　患者様からよくお聞きするのは入院費の心配、年金が減らされたから…身体の

治療の為に病院へ来たのにお金の事が心配で心に不安を抱えてしまう。心の豊か

さを失うきっかけになります。

　これらはよくある話と言われてしまうかもしれません。ですが、このような相

談が年齢問わず、増えているように感じます。

＜この背景には・・・＞
　医療や介護、年金など社会保障の問題が大きく影響しているのは間違いありま

せん。日々感じる何とも言えないこの想い…もっと国が国民の事を考え、豊かな

心を保ち続けられるように歩んでほしいと思います。

＜船橋二和病院の医療福祉相談室とは？＞
Ｑ　どこにあるの？

Ａ　船橋二和病院１階受付のそばにあります。

Ｑ　どのような事を相談していいの？

Ａ　答えに決まりはありません。医療福祉相談室には、社会福祉士、精神保健福

　　祉士等の有資格者が複数名在籍しております。医療・介護の制度のご案内、

　　入院・外来患者様、支えるご家族様…「困っている」という事に対し、私達

　　は一緒に考えていきます。お気軽に足を運んでください、お待ちしております。

　　　　　　　　　　　地域連携センター　電話 047-448-7273　 　

船橋二和病院　医療福祉相談室　楠本　千春

　２月２日（土）、第３２回「たんぽぽ」の総

会が１７名の参加で開かれました。総会には病

院から野田尚史事務長、宮下智枝総看護師長、

デイケアから飯野沢子さん、医療相談員の松本

若菜さん、友の会からは岡本功事務局長が参加

しました。

　長崎佳子会長は「『たんぽぽ』がつくられて

３２年になります。私は『たんぽぽ』のボラン

ティアに参加して３０年になります。また今年

も頑張っていきたいと思います」との挨拶。

その後、２０１８年度の活動のまとめが報告さ

れました。活動日数として病院内が２３２日、

延べ８７２名が参加。デイケアは１２８日、延

べ１２８名が参加しました。

　主な活動として、洗濯が２４８回、包帯巻き

が９６回、買い物６９回でした。

　次に会計監査報告を受けて、２０１９年度活

動方針が提案され、確認されました。最後に役

員体制が提案されました。会長には引き続き、

長崎さんが、書記には大石さんが、会計には大

橋さん、小林さんが、会計監査には馬場さんが

選ばれました。

　その後「高齢期の栄養」について、栄養科の

中崎円香さんが講師で学習会を行いました。

　最後はビンゴゲームで楽しみ、閉会となりま

した。

３３年目をむかえた「たんぽぽ」
今年もがんばります

未経験者や子育て中の方も、
多数在籍の働きやすい職場です

 平和部

みんなで考える会
　３月14日（木）
　　午前10 時～12時
▽健康管理センター２階

 友の会デー・バザー・

 何でも相談会

　３月20日（水）
　　午前10 時～12時
▽診療所待ち合い室ホール

 歴史勉強会

　３月28日（木）
　　午前10 時～12時
▽健康管理センター３階


